00　神奈川大学言語研究センター＜NEWS LETTER No.10＞ by unknown
NEWSLETTER l99l.12 N..10
〒221横浜市神奈川区六角橋3-27-1電話(045)481-5661㈹神効目大学言語研究センター
KANAGAW4
英語学習における音読の効用
なにかいかめしい題になったが､それほど学問
的なことを考えているわけではない｡ただ､なが
年英語を教えていて､経験的にどうも日本の学生
は英語の音読が苦手であり､それがひいては語学
の修得の障害になっているのではないかという思
いがあるので､その辺のことをすこし考えてみた
いだけである｡実際教室で学生に英文テキストを
音読してもらっているとき､いらいらしながら読
み終るのを待つことがあまりに多い｡予定した
ページ数を確かめながら､今日もまた半分か､と
暗然たる気持になるのである｡
学生が英文を早口で読めない理由は､もちろん
その内容を十分理解していないことと関係してい
るが､一概にそうともいい切れないこともある｡
英文をしどろもどろで読みおえた学生が､準備し
たその箇所の見事な訳文を口早に発表することも
あるし､稀なことだがその反対の例もある｡数年
前､スペイン語学科のある英語クラスを担当して
いたとき､女子学生にJ.アップダイクの作品の
一部を読んでもらったことがあった｡周知のよう
に､この作家の文章は得てして難解だが､その学
生は外人の口調そっくりに見事に読みきったので
ある｡呆気にとられて聞き惚れたあとで彼女に質
問してみたが､べつに海外生活の体験があるわけ
ではなく､アメリカのポップ音楽が好きで日頃か
ら英語の歌詞を口ずさんでいるだけであることが
判った｡ところでこの学生の訳文は､期待に反し
てまことに稚拙なものであった｡
英文の内容理解がかなり正確でも発音がてんで
駄目な学生と､流鴨に音読できても内容に疎い学
生と､このどちらがよいかといった問題ではない
だろう｡ どちらも片手落ちだからである｡ しかし
外国語修得のプロセスからいえば､後者がより正
道についていると言ってもよいのではないか｡日
熊野 馬真一郎
本古来の漢文素読に近いこの言語アプローチは､
外国語が本来アクセント､抑揚､一定のスピード
をもった音の連りであり､音楽に近いものである
ことを無意識的に了解 した方法であるといえよ
う｡百遍読めば意自ずから通じる､という具合に
はなかなかゆかないが､言語修得にはそうした無
意識的領域が大きいこともわれわれの経験的事実
である｡
英文テキストを外人と同じくらい早口で､方法
的にはそれよりも早口に音読する習慣をもっこと
は､いくつかの効用があるように思われる｡例の
｢修辞的残像｣をもちだすまでもなく､この方法
は英文の内容理解をたすけるし､またなによりも､
謄巨気ながら文の構成そのものを洞察しなければ早
口で音読はできないのである｡また､音声学的に
も､一定の長さの英文を早口で読むためには英語
固有の発声法-舌､唇､口蓋の使い万一を要求さ
れるのではあるまいか｡しかし､この訓練のもっ
とも大きい効用は､ヒァリング能力が向上するこ
とであろう｡日頃から早口の音読に習熟しておれ
ば､外人からそれを聞かされてもすこしは容易に
理解できるはずである｡逆に発声はしどろもどろ
で､聞きわけるほうだけは達者でありたいという
のは虫がいい話である｡レコードから音楽を正し
く聴きだすためには､まず回転数を合わせなけれ
ばならない｡
こんなことをいろいろ考えていると､いつの日
か教室で ｢音読演習｣でも試みようかという気拝
になる｡難易とりまぜた一ページほど英文テキス
トを学生に与え､誰が早口で正確に音読できるか
をストノブ･ウオッチで計測して競わせるのであ
る｡しかし現実には､今日もまた予定したページ
数の消化を心配しながら教室へ向うことになる｡
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ジャパニーズ ･イングリッシ考
｢バー ｣と ｢バール｣が同じ言葉だということ
に気がついたのは､恥かしながらそう遠い昔のこ
とではない｡私が初めてバールという言葉を耳に
したのは､松川事件の報道だったと思う｡今では
知る人も少なくなってしまったが､1949年東北本
線で発生した列車脱線転覆事故が人為的にひきお
こされたものであり､近くにバールとスパナーが
遺棄されていて､犯人がそれを使ってレールの継
ぎ目板を外し､犬釘を抜きとったのだという｡そ
れからこの事件にかかわるとてつもなく長い裁判
が続いて､最終的に最高裁の被告全員の無罪を
もって結着してから更にだいぶたったあと､ある
英語の授業のテキストに出てきたcrowbarにつ
いて考えるうち､そのコンテクストからして､こ
れがかのバールというやつに違いないということ
が､事件の思い出とともに不意に頭に浮かんだの
である｡それまではbarといえば走り高飛びや棒
高飛びのバーであって､工具としてのバールをも
意味することには思い至らなかったのである｡
そう考えると､同じ言葉の日本読みを変えるこ
とによって､意味まで変えてしまう例は他にもあ
る｡ストライクとストライキ､レコーダーとリコー
ダー(笛)､アイロンとアイアン(ゴルフ用クラブ)､
シーツとシート(天幕､帆)- これは単数 ･複
数による区別でもある｡
一方意味が同じで､英語の普及につれて原音に
近づけようとしたのが､テキスト対テクスト､イ
ンキ対インク､しかしもともとキの方が日本人に
なじみやすいのか､エキストラは依然としてその
ままである｡同様にpaint(オランダ語 pek)は
ペンキであってペンクではない｡ヨードチンキは
向井 俊二
これは人間の根源的な衝動に発 しているのだろ
う｡だから今みたように庶民の実際的な感覚にも
つながる｡語呂合わせは昔から日本人の好む言葉
の遊びであった｡それが外来語にも及んで､フラ
ンネルとリンネル､これにセルを加えると生地屋
が開店できる｡マカロ煮はアーケード街の食品店
の店先にまことによく似合う｡ トラブルのルはラ
行四段活用の終止形というわけだ｡フリーターは､
ライター､レポーター､ピンチヒッターに合わせ
たのか｡だがこの本来の英語は何か､という問題
が平成3年度の本学の入学試験に出た時､私は頭
をかかえてしまった｡
語呂合わせには愉快なものもあるが､内容的に
はダジャレが多く､ダジャレはえてして品の悪い
ものである｡そして事の本質をはぐらかしてしま
う｡太平洋戟争は日本の航空部隊によるパール
ハーバーの奇襲攻撃から始まったが､それから半
年もたたないうちにアメリカの爆撃機が日本本土
に来襲して全国民を驚かせた｡この時軍や報道機
関は国民の動揺を抑えるために､攻撃部隊の指揮
をとったJamesDoolittle(この人は数々の飛行記
録を樹立 LCharlesLindburghと並んで航空界で
はよく知られていた)をdolittleともじって一笑
に付する態度をよそおった｡しかし誰知ろう､こ
の事件こそ-か月後のミッドウェーの大敗を誘発
し､やがては日本全土が空から降り注ぐ火の雨に
よって焼土と化す前触れだったのだ｡空疎な言葉
に酔いしれていた当時の日本人の運命を象徴する
出来事として､今でも私の心に焼き付いている｡
かつて家庭の常備薬だったが､インキ､ペンキ､
ヨードチンキと､よく使う液状の製品を同じ発音
の語尾で統一することで､これらの言葉が覚えや
すく､言いやすくなったことだろう｡ここになん
となく庶民の知えを感じる｡
韻やリズムによって言葉に音楽性を与えるの
は､詩を発想する高度な知的活動だが､もともと
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C′estbient6tlarentr6e!
10月のはじめ､フランスでは秋のひそやかな気
配がすでに感じられる頃､数年来懇意にしている
Toursの古籍商のマダムを訪ねた｡2時間ほど書
籍や第2次世界大戦後の思想に関する文学書 ･哲
学書のこと､ロワール河流域のぶどうの収獲のこ
となどについて､彼女とおしゃべりしているうち
に､パリへ戻る時間になった｡高い天井までの書
棚にぎっしり詰まった古書の中で､いとまを告げ
た｡入口まで私を導いてきた美しいマダムは､突
然､こう言った｡
-C′estbient6tlarentree,monsieur! (もうじ
き､新学年ですわね｡)
優しい口調だった｡一筋の透徹した気が私の心の
中を通り過ぎた｡美しい発音だった｡長いヴァカ
ンスが終って子供たちには新学年が始まる｡
-Oui,madame,vralment…
(ええ､本当に…)と､応えた｡
アナ トー ル ･フランス (AnatoleFrance,1844
-1924)の流麗な文章を思い出した｡
幼少年の想い出である｡
Jevaisvousdirecequemerappelent,tousles
ans,lecielagltedel′automneetlesfeuilesqui
jaunissentdamslesarbresqulfrisonnent;jevais
vousdirecequeJevoisquandjetraverseleLux一
cmbourgdamslespremiersjoursd'octobre,alors
qu′il est un peu triste et plus beau que
jamais;carcrestletempsotLLesfeuilestombent
uneaunesurlesblanchesepaulesdesstatues,
(私は､毎年､秋の変わりやすい空と､打ちふ
るえる木々の黄色くなる葉が､私に思い出させる
ことを､これから語ろう｡私が十月の初めにリュ
クサンブール公園を横切る時､私が見るものを語
ろう｡その頃は､公園はもの悲しく､何時よりも
美しい､木の葉が彫像の白い肩の上に一枚また一
枚と落ちる時期だからだ｡)
パ1ト リュクサンブール公園のマロニエの黄色
い葉は美しい｡マロニエの木陰には､フローベー
ル､ボードレール､ヴェルレ-ヌ､ショパンなど
小説家､詩人､音楽家の像が置かれ､また､春か
ら秋にかけて色とりどりの花が咲き乱れている花
壇を見下ろすテラスには､フランス歴代の女王の
倉田 清
像が並んでいる｡それらの像の真っ白な肩に一枚
また一枚とマロニエの大きな葉が散 りかかるので
ある｡
アナ トー ル ･フランスは､さらに続ける｡
Cequejevoisalorsdamscejardin,C′estun
bonhommequl,1esmainsdamssespochesetsa
gibeciereaudos,S′envaaucollegeensautilant
commeunmoineau.Mapenseeseulelevoit;C′est
l′ombredumolquej'etalSlyavingt-°ingans..
(その時､私がこの公園で見るものは､ポケッ
トに両手をつっこみ､鞄を背負って､雀のように
ぴょんぴょん跳びはねながら学校へ行く小さな子
供だ｡私の思いだけがその子を見る｡それは､25
年前の私の姿なのだ‥.)
…C′estuninnocentqueJalperdu:lestb上en
･′
naturelqueJeleregrette;ilestbiennaturelque
JelevoleenpenSeeetquemomeSprltS′amuseぇ
ranimerSOnSOuVenir.(…私が失ったのは､無邪
気な子供なのだ｡私が彼を懐かしく思うのはとて
も自然なことであり､私が彼を思考のうちに見､
そして､私の精神が彼の思い出を延らせて楽しむ
のは､とても自然なことだ｡)
l yavingt-cinq ans,aparcileepoque,il
traversait,avanthuitheures,cebeaujardinpour
alerenclasse.lavaitlec(furunpeuSerre:
C′etaitlarentree
Pourtant,iltrottait,seslivressursondos,etsa
toup上edamssapoche.L′ideederevoirsescama
ra°esluiremetaitdelaJOieaucceur.lavaintant
dechosesadireetaentendre.(25年前の､同じ
時期に､彼は8時前授業に行くためにこの公園を
横切っていた｡彼はすこし心をしめつけられてい
た｡新学期だったから｡しかし､本を背負い､ポ
ケットに独楽 (こま)を入れて､足早に歩いてい
た｡友だちにまた会うのだという考えが､彼の心
に喜びを与えていた｡言わなければならないこと､
聞かなければならないことがたくさんあったの
責gl
Rentree(新学期)というのは､子供の純真な
心にとって､確かに､嬉しい､だが､それでいて､
もの悲しいものではある｡
(3)
神に選ばれたことば (2)- アラブのIBM-
武内 道子
IBM? ああ､あのアメリカの会社ね､アラビ
アにもIBM支社があるの? いいえ｡アラビア人
とつき合うには､IBM を知らないとやっていけ
ないという話である｡
まず､Iは ｢インシャアツラー｣ということで､
｢アツラーの神のみ心のままに｣という意味であ
｢ミチコ､明日のパーティ来られるの?｣
アメリカ人とのやりとりで､アラビア語の受け応
えが思わず口をついて出たのは､ 5月にダハラン
に入り､酷暑に耐えようやく昼間の気温が体温以
下になったころのこと｡文字通りには､アツラー
の神が自分が行けるようにしてくれたら行くよ､
という意味であるが､時には行く気はないが､はっ
きり断るのは悪いから､行けたら行くよ､という
程度の意味で使われる｡ハウスボーイに ｢それが
終ったら窓ガラスをふいてね｣と言うと､彼氏､
｢インシャアツラー､マダム｣｡この場合はイエ
スと同じである｡また､
｢もうすぐ雨が くるだろうね､インシャアツ
ラ ｣ー
｢インシャアツラー｣
応える方の ｢インシャアツラ ｣ーは､そうなって
くれるように !という心からの願望を表明してい
る｡11月も下旬になると､湿った風が吹きはじめ､
日に日に雲の厚くなるのが認められ､シャワーの
やってくるのを一日千秋の思いで待つというころ
のことである｡
二つめのBは ｢ブクラ｣で､文字通りには ｢明
日｣という意味だが､今日の次の日を必ずしも指
さない｡この次いつか､という意味である｡ただ､
最後のM は ｢マレシ｣で､直訳すると ｢理に
かなわない｣ということで､気にするな､どうし
ようもない､仕方がないという感じである｡
約束をしていても､心とからだの調子が変り､
ものごとの優先順位も変ってくる｡私の命が尽き
てしまわないと誰が断言できよう｡人間だから忘
れることもある｡アツラーの神の言葉は不変だが､
人間は変るものであるという認識､これこそアラ
ブの価値観である｡
この三つは､まさにアラブの哲学と知恵が日常
生活の中で見事に結晶した表現と言えよう｡そし
て､日本人とアラブ人との違い- それも根源的
違いを思い知らせてくれるものと､私には思える｡
日本人は､自分を取りまくもろもろに口では文句
を並べ不満を言うが､究極的には他人を信じ､努
力を善と信じるオプティミストである｡アラブ人
は､それと正反対の極にいると思う｡ - 最後ま
で他人を信じず､愛も善意も信じない運命論者で
ある (しかし､もちろんそのことが精神の不毛に
つながることは断じてない)｡IBMは､苛酷な自
然の中で生れ､同時に彼らの保身の術として生き
ているのである｡
｢先生､原稿は半ごろまでにいただけますか｣
｢努力いたします､インシャアツラー｣
｢今日は二十日ですが､原稿はまだですか｣
｢もうちょっと｡ブクラ｣
｢原稿を｣
｢ブクラ｣
｢まだでしょうか?｣
｢教授会 ･部会 ･委員会とたて続けでダメだわ､
マレシ｣
かくして一回遅れの掲載と相なった次第｡
今出来ていないことはいつできるのか､と言うと､
必ず｢ブクラ｣､当てにならないという含みもある｡
(4)
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Let'SGoSteadywithComputerTechnology
(2)Howtouseawordprocessorforresearch
ワープロを研究に使用する人は年々増え続けて
いるが､どうも便利なタイプライターとしてのみ
捉えている人が語学研究教育の分野でも多いよう
である｡それほど安 くないワープロであるので､
出来るだけ多 くの研究利用があれば､それにこし
たことはない｡ここでは記憶力を持ったタイプラ
乙ヱ二 を越えた利用の仕方を考えてみたい｡
ワープロを取 り巻 く研究には､たとえば次のよ
うなものが含まれる｡
1)ワープロを被験者に一定期間使用させ､書か
せた文章 (日本語､英語)を計量分析 し､そ
の効果を調べる研究｡
2)ワープロを被験者に一定期間使用させ､書か
せた文章を言語学的 (語用､文体､句読など)
に分析 し､ワープロの影響を調べる研究｡
3)被験者のワープロ一定期間使用による､日､
英作文に関する態度の変化を調べる研究｡
4)異なった認知型 (現在までに19の型が分析さ
れている)を持つ学習者にワープロ操作を教
え､どの点で学習に困難をきたすか調べ､要
因を考察する研究｡
5)ワープロ使用による漢字の忘却率/学習率を
保崎 則雄
調べる研究｡
現在までに行なわれたり､行なわれうる研究と
して興味深そうなのは以上のようなものであろう
が､これらの研究を日本語学習者､あるいは､中
国語のような分野に広げてみるということが考え
られる｡実用面では私の知るかぎりでも､ワープ
ロを利用 している日本語学習者はいる｡ 日本語は
その昔が分かれば､かなレベルではかなり正確に
表記できるという特徴がある所以である｡ただ､
基磯研究面では､如何にせんデータベース､知識
ベースの量が少なすぎて､研究成果が一般化でき
ないという状況である｡日本語のワープロには漢
辛/カナ変換 という英語圏のワープロにはない特
徴があり､またそれが研究の対象になりうる｡こ
の点に注目した研究も更に発展 しうるだろう｡
簡易タイプライターをいままで持たなかった日
本文化はワープロの出現､普及によって言語教育
のみならず､コミュニケーションの分野でも画期
的な時期を迎えていることを合わせて考えれば､
更に学際的に人類学､社会学､心理学からのアプ
ローチも更に発展 しうるのではなかろうか｡
☆ お知らせ ☆
'92神奈川大学語学教養講座
1.開講期間 1992年 2月24日 (月)
-3月6日 (金)
(土 ･日を除く10回)
2.主催および会場 神奈川大学
言語研究センタ-
3.開講講座名 ① 英語講座 (語学)
(∋ 英語講座 (教養)
(ヨ スペイン語講座
④ 中国語講座
6) ドイツ語講座
(む フランス語講座
(う ロシア語講座
㊨
? ?? ???
(ただし講座名は仮名)
4.講師 神奈川大学外国語学部教員
(非常勤講師を含む)
5.募集対象 社会人 (大学生 ･高校生も可)
6.募集人数 各講座 20名
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言語研究センター共同研究グループ
◎帰国子女の言語習得 ･喪失 ･再習得過程
帰国子女の英語習得 ･喪失 ･再習得過程を､
帰国子女に対する基磯調査と帰国子女の研究
授業の二面から分析して､効果的な言語教授
法およびカリキュラムを考察する｡
○メンバー 〔上修雅子 ･伊藤克敏 ･石黒敏明〕
◎英語教育研究
外国語習得の原理､外国語能力の要素､外国
語の効果的指導の諸条件､学習上の困難点､
教師の理想像などを明らかにし､従来の諸外
国語教授法を比較検討する｡
○メンバー 〔伊藤克敏 ･石黒敏明 ･上修雅子 ･
水野光晴〕
◎コンピュータ利用の語学教育
外国語 (当面は英語)教育および研究におけ
るパソコン活用の可能性を探る｡
(1)英語力検定 (TOEFL等)問題演習用プ
ログラムを開発する｡
(2)パソコン通信の活用法を探る｡
(1991.6.10調査)
(3)パソコンの使用法を学生に指導する｡
(4)教育 ･研究用データベースのあり方を探
る｡
○メンバー 〔疋田三良 ･保崎則雄〕
◎冠詞の研究
有冠詞諸言語の哲学的､心理学的考察､冠詞
相互の意味領域の分析､言語使用の際の冠詞
の選択原理などの解明､有冠詞言語と無冠詞
言語の比較研究などを行う｡
○メンバー 〔水野光晴 ･倉田 活〕
◎教授メディア研究
教育メディアが学習効果に与える影響｡
外国語教育の学習におけるインターアクティ
ブビデオの効果的利用｡
○メンバー 〔小池栄一 ･保崎則雄 ･水野光晴〕
◎企業内語学教育
企業内研修ニーズ調査分析｡
メンバー 〔田久保浩平 ･デビット ハフ (学
外)〕
★新着案内★
☆図書
祝日句法比較
文字信息学
司林新約
普通譜言学人物誌
中国現代語言学家(上巻,下巻)
中国的文字
況i吾修辞学史網
沙海古老
壮t吾虚司
修辞 ･語法 ･文章
《左侍》虚i,q研究
i吾司頬杖
古代況浩的暇借手
増法修辞新編
iJl1i古学史略
古伐譜英司用法規律例活
遵循牧字規律改革字詞教学
中国筒牒苧環総
菜刻集韻
語言研究捻払(第5輯)
現代満i吾八百句
虚字説
況漕活譜漕言学初探
反又司司典
況i吾漕法答同
上海市区万言志
甲骨文字典
敦塩壁文集補編
漠日科技天頂典
説文解字句請
急就篇
新編古代伐増 (上 下)
1988年仝国中考頂文議題造編
走向標準化的量漕話文
古今詩約説略
形近況字所樺
況i吾漕法研究
瞳武万言
漕法研究和探索 (4)
玉鏡新講
牧i吾群書総女達
古況i吾i吾法
中国文学語草資料集成
(第2篇第1巻～第4巻,
第 3篇第 1巻～第4巻,
第4篇第1巻～第4巻)
ギリシャ語辞典
視聴覚教育の新しい展開
日本の対外教育 一国際化と留学生教育
英仏比較文法
現代チベット語分類辞典
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